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栽培条件に対する水稲品種の反応について

第1報　栽植密度および施肥量に対する反応

高橋重郎・安田捨己・千葉隆久

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

水稲品種の特性についてはいろいろ調査されている

が．栽培技術が高度になり高収量が要求されている現在

では，必らずしも十分ではなく．さらに詳しい特性調査

が要求される。

そこで実際的な栽培と直接関連のある特性を知るため

に色々な栽培条件に対する品種の反応をしらぺることに

したが．本試験では栽轄密度および施肥量に対する反応

を検討した。

2．試　験　方　法

フジミノリ・ササニシキ・ササシグレを供試し，α当

り施肥量はNを6．5たれ　5．2軸の2段階とし，P205

は6．0た㌧　K20は5．5軸を硫安．過石．塩加で全量基

肥に施した。親権密度は㌶当り27．8枚（30mx12cm），

22．2株（30e彷×15亡託），18．5株（30亡潤×18cm）の3段階

とし．1枚4本椎とした。4月9日楢の保温折衷苗を用

い，5月29日に田植した。調査および考察は主として収

量構成要素について行なった。

3．試験結果および考察

㌶当り総数は第1図のようにササニシキが最も多く，

ササシグレがこれに次ぎ．フジミノリはかなり少なかっ

た。各品種ともN施用量および栽植密度の増加により穂

数が増加したが，栽植密度の増加による穂数の増加のし

かたは品種によって異なった。すなわちフジミノリはゆ

るやかに増加し，ササニシキは急に増加する。またササ

シグレは22．2株／定までは増加するがそれ以上にはなら

ず，27．8株／ガに密植しても変りなかった。

1穂粒数は第2国のように，フジミノリが最も多く80

－90粒lついでササニシキで70粒前後．ササシグレはこ

れよりやや少なかった。各品種ともN施用量の多い区に

1穂粒数が多かった。栽植密度の違いによって1穂粒数

はかなり変化したが，変化のしかたは品種によって異な

り，フジミノリはあまり変らなかったが，ササニシキは
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第1国　正　当　り　穂　数

22．2株／定までは18．5株／諺と違わなかったが27．8株／諺

では急に減少した。またササシグレでは27．8株／諺まで

直線的に減少した。

㌶当り粒数は第2回のように．フジミノリが最も少な

く22．000～28．000粒，ササシグレがこれに次ぎ25000～

34000粒，ササニシキが最も多く31000～35000粒であ

った。N誰用量の多い場合は粒数が増加したが．その益

はササシグレが最も大きく，フジミノリがこれにつぎ，

ササニシキはあまり変りなかった。親植密度の違いによ

るガ当り粒数の増減は品種によって異なり．フジミノリ

は栽植密度が増すにしたがって増加したが，ササシグレ

では22．2株／謡まではやや増加するが，27．8株／諺では急

に減少する。ササニシキでは22．2株／据までは増加する

が，27．8枚／諺でも前者と変りなく，そして減少すると

ころまでは行かなかった。㌶当り粒数は穂数と1穂粒数

との掛こよって待られるが，㌶当り穂数および1穂粒数

はN施爪立および栽植密度に対する反応が品種によって

異なり，また1穂粒数は穂数の増減によってかなり親制

されるが，その親制のされ方が品経によって異なるの

で，詳当り粒数が上述のような結果になるようである。

稔実歩合は第1表のように，㌶当り粒数の最も少なか

？たフジミノリが毅も高く90％前後となり，ササニシキ
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N魯／108　　　6・5　　　　　　　　5．2

第2国1穂粒数及び謡当り粒数

とすすシグレは73～84％となった。また稔実歩合の処理

間差は㌶当り粒数の処理間差と逆の関係となり，粒数の

多いものほど稔実歩合が低下した。稔実歩合の品種間差

を第3回によって検討して見ると，ササニシキとササシ

グレの比較では，同一粒数の場合ササニシキの稔実歩合

が高かった。フジミノリは同一粒数のものが少なく比較

できなかった。

千粒重は第1表のように，ササシグレが最も重く．次

いでササニシキ，フジミノリの順となり品種の特性とお

りとなったが，処理間差は小さかった。

収量は第1表のようになったが，ササニシキが最も多

く．ササシグレがこれにつぎ，フジミノ．りが最も少な

く，ガ当り粒数の多い品種ほど多収となった。各品種に

ついて処理間差を見ると，あまり大きな差は見られなか

った。これは詳当り粒数の多いものは稔実歩合が低くな

ったためである。

収量はその構成要素のうち主として謡当り粒数と稔実

歩合によって決まるが，諺当り粒数を多くしようとすれ

ば適繁茂，倒伏などにより稔実歩合が低下する○したが
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第3国　正当り粒教と稔実歩合

第1表　稔実歩合・千粒重・玄米重

って収量は㌦当り粒数と稔実歩合の関連において考えな

ければならないが，本試験では稔実歩合に関係する諸要

因については十分な調査を行なっていないので，供託品

種の㌶当り粒数について，裁縫密度とN施用量の点から

検討を加えることにする。

フジミノリは1億粒数は多いが穂数が少なく㌶当り粒

数が少ない。したがって級数を増加させることが必要で

あるが，栽椎密度とN施用量を増しても穂数増はわずか

である。しかし穂数を増しても1穂粒数の減少が少な

く，Ⅳ施用量を増した場合の1穂粒数増が大きいので，
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㌶当り粒数を増加させるにはN施用畳と栽植密度の両方

を増す必要がある。

ササシグレは栽植密度を高めることによりある程度穂

数は増加するが限界が早目にくるし，1穂粒数の減少が

はなはだしい。しかしN施用量を増すことにより穂数が

多くなり，1穂粒数も多くなるので．N施用量によって

㌶当り粒数を増加させることが出来る。

ササニシキでは栽植密度を高めることによってかなり

の穂数を容易に確保出来る。しかしこの場合1穂粒数は

減少するので，栽植密度を高めるだけでは，粒数確保に

限度がある。またN施用量を増せばいく分穂数および1

穂粒数が増加するが，㌶当り粒数がある程度のレベルに

達しているので，これ以上増加しにくい。しかし栽植密

度およびN施用量の標準的な段階でかなりの粒数が確

保されているから一般栽培では収量の上り易い品踵であ

る。

4．む　　す　　び

栽植密度およびN施用量に対する晶鐘の反応を主とし

て収量構成要素の面からしらべたが，かなりの品種間差

があった。したがって実際栽培に当っては，このような

品種間差を十分考慮する必要がある。

移植稲に対する施肥法に関する研究

第1報　下層追肥・肥量に関する試験

高橋周寿・武田昭七・山崎慎一

（宮城県鳥試古川分場）

1．ま　え　が　き

Nの追肥についてはすでに数多くの研究結果があり．

施肥部位についても深層追肥などの増収槻牌が解明され

つつあるが，筆者らも1965年度試験場圃場においてNの

追肥位置を6m下（以下下層追肥と言う）とし肥効の緩

劾化を図った場合の稲の後期生育および収量におよぽす

影響を知ろうとし，基肥．追肥割合および苗質をかえ試

験を実施したのでここにその概要を報告する。

2．試　験　方　法

1．試験区の構成

第1表　施　肥　条　件

Nの施肥割合（％）
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畑苗7月10日
（12．1L）

保苗7月10日
（11．7L）

水苫7月27日
（11．7L）

注．75：25区についてだけ深層，表層区を設け下層追

肥と比醗検討した9

tl）供託肥料：基肥；尿素．過石．塩加。

追肥：尿素．深層追肥のみN・P・K

各5％含有のくみあい固形肥料。

12）施肥法：基肥は各区全層施肥，追肥は．下層

区が新農式下層施肥級で深さ6cm鞋尿

素を施肥．深層区は固形肥料を10e仇の

深さに埋没した。

はI　苗の踵炉：畑宵4月2日播．5月17日植1株．3本

水苗5月1日播6一月10日椎，1枚4本。

2．耕踵概要

肘　品　　種：ササニシキ

は　裁縫様式：30e花×15e花

t3）1区画墳および区制：1区21〝㌔　2区制

3．試　験　結　果

1．試験経過概要：各苗質とも施肥量を同一にしたが

畑苗については不足したように考えられる。また追肥時

期を菓数によって実施したため水苗区は追肥後出穂まで

の日数が畑，保苗に比し短かかった。その他試験に支障

となるべき障害を認めない。

2．生育，穂数は第1回のとおり畑苗は基肥割合の高

いほど多く，保水苗は75：25が多かった。施肥部位では

下甲追肥が深層追肥より争いが表層との開脚土古賀によ


